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研究成果の概要： 
 

  簡素なモデルを用いて、協働を行うチーム生産に問題における協調的行動の発生が 

いかにして生まれるかについての理論的研究を行った。第１に、長期的な関係をもつ 

チームでは、長期的関係の継続性に応じて最適な分配規則が異なることを示した。第 

２に、長期永続的チームにおける関係多様化による協調行動促進の効果は常に存在す 

ることが分かった。 
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１．研究開始当初の背景 
 現代はまさにコラボレーション（協働）の
時代である。他者と上手く協調的関係を構築
することで、両者が生み出す成果の価値を高
めたり、ブランドイメージを向上させたりす
ることが重要になってきている。現実では、
企業組織を典型例として、組織における協調
行動の創出は大きな社会的課題として存在し
ており、イノベーションを生み出すカギだと
いわれている。  
 経済学やゲーム理論において、長期的関係

を分析する理論的枠組みである、繰り返しゲ
ーム理論について、情報制約と協調行動の出
現についての基礎的な理論的結果が多く出て
きていた。しかし、それらを組織における協
調行動の創出分析に応用する研究は非常に少
なかった。 
 そこで、私は、長期的関係を通じて、組織
を分析することで、効率的な組織運営につい
て重要な知見が得られるのではないかと考え、
繰り返しゲームによる分析を行った。 
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２．研究の目的 
 
  現代はまさにコラボレーション（協働）の
時代である。現代の経済環境では他者と上手
く協調的関係を構築することで、両者が生み
出す成果の価値を高めたり、ブランドイメー
ジを向上させたりすることが重要になってき
ている。他方、経済学の研究では従来から、
見知らぬ者同士の協働関係の構築は困難であ
るといわれている。たとえ、それが構築でき
たとしても、協働作業では、ある個人の労働
投入は、当該個人の便益になるのみならず、
他者にとっても便益をもたらすため、「共同
責任は無責任」の喩えのように、 
個人が生み出すパフォーマンスが低下する事
が過去の研究成果として知られている
（Holmstrom(1982)）。 
  その解決策の一つとして、成員が長期的関
係にコミットするという方策が挙げられる。
そこで、本研究では、協働のネットワークの
あり方と長期的関係における協調行動出現と
の関係性を分析する。 
  より具体的には、まず、協働関係における
成果配分と協働の成功の可否との関係を明ら
かにする。そのうえで、ある長期的協働関係
を所与として、そこからさらに関係が多様化
するとき、それが協働作業の成果にどのよう
な影響を与えるかを調べる。最後に、リーダ
ー＝フォロワー関係という、関係諸分野で重
要視されてきた関係が、協働関係においてい
つ出現するのか、出現するとすれば、それは
組織にどのような影響をもたらすのかを明ら
かにする。 
 
参考文献 
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３．研究の方法 
 
 簡素なモデルを用いて、チーム生産に 
問題における協調的行動の発生がいかに 
して生まれるかについての理論的研究を 
三つ行った。 
  第１の研究は、繰り返しゲーム理論を  
用いて、いかなる分配ルールが協調促進 
的かについて調べた。具体的に、二人か 
らなるチームを考えよう。各期「良い」 
か「悪い」の 2つの成果が成員の行動に 
応じて、確率的に実現するとする。この 
モデリングは、Alchian and  

Demsetz(1972)が指摘するように、成果 
指標が 2つしか無いために、協調的行動 
をとる誘因を与えるのが難しい状況を意 
味している。 
  以上の設定のもとで、どのような成果 
が最適な均衡として生み出されるのかを 
調べ、さらに、その均衡を支える成果配 
分ルールを考察した。 
  この研究は京都大学の関口格氏と和歌 
山大学の太田勝憲氏の協力をもとに遂行 
された。 
 第２の研究は、Sannikov(2007)によっ 
て開発された連続時間モデルを用いて、 
長期的協働関係における関係の多様化が、 
協働作業から生み出される成果に与える 
影響を調べた。 
  従来の研究は関係の継続性の程度を詳 
細に分析することはせず、十分遠い将来 
まで関係が継続するいう前提に基づいて、 
分析を行ってきた（例えば Matsushima  
(2001), Cai and Obara (2008)など）。 
  しかしながら、協働関係の継続性の程 
度は、それらが扱うプロジェクトに応じ 
て様々あり、なかには、十分遠い将来ま 

で続けることができないものもある。と 

はいえ、その仮定を外して分析すること 

は技術上大変困難であったが、我々は連 

続時間モデルを応用することで、そうし 

た技術上の困難が緩和され、任意の継続 

性の程度のもとでの関係の分析を行うこ 

とができた。 

  具体的には、連続時間において、さら 

に複数ににまたがって行われるチーム生 

産問題を考える。各人が各期努力投入を 

行い、その行動に応じて、確率的に生産 

の成果が観察される。この設定のもとで、 

関係が多様化すると、均衡利得集合がど 

のように変化するかを調べた。特に、社 

会的厚生の改善の有無について調べた。 

  この研究は和歌山大学太田勝憲氏との 

共同研究により遂行された。 

  第３の研究は、内生的タイミングモデ 

ルを用いて、協働関係におけるリーダー 

シップの発生について調べた。２人から 

なるチームを考える。各成員が成果につ 

いての期待を持っているとする。各成員 

は２期間あるうち、好きなタイミングで 

行動を起こすことができるものとする。 

各期の終わりに各成員はもう一人がどの 

ような行動をとったかを観察できるもの 

とする。 

  ここで、ある成員が第１期に行動し、 



もう１人が第２期に行動するときに、当 

該チームにおいてリーダーシップが自発 

的に出現したということにする。我々は、 

この意味でのリーダーシップが均衡とし 

て、どのような条件の下で出現するかを 

調べた。協働におけるリーダーシップの 

発生についての理論的研究を意味してい 

る。 

  この研究は神戸大学の末廣英生氏の協 

力によって遂行された。 
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４．研究成果 

 第１の研究によって、メンバーが将来 
における成果を重視する場合は、対称的 
な分配ルールが協調促進的であるのに対 
し、そうでない場合は能力の高いメンバ 
ーを優遇するような非対称的な分配ルー 
ルがむしろチームの成果を上げることに 
なることを示した。これは、個人の生産 
性と将来への見通しの大きさが、有能な 
個人が協働関係において何をなすべきか 
を決めていることを示唆している。 
  また、この研究は、実証分析等で従来 
言われてきた、法律事務所等のパートナ 
ーシップ型組織における賃金の平等性に 
ついての理論的説明を与えている。 
 第２の研究によって、協働における関 

係多様化による協調的行動創出効果は正 

の割引因子であれば大きさによらず存在 

することが分かった。この結果は、長期 

的関係において将来受け取る利益がある 

確率微分方程式に基づいて生み出される 

ことと関連している。つまり、将来利益 

の動きは、ある定数項と実現した成果シ 

グナルによって回帰する定められるので 

ある。通常は、１つのシグナルに基づい 

て行われるのであるが、関係が多様化す 

ると複数のシグナルに依拠して、将来利 

益の動きが定まることになるので、より 

正確に統計的に相手の行動を推測するこ 

とができるようになる。したがって、た 

とえ協調的行動から逸脱したとしても、 

より容易に逸脱を見破られてしまうので、 

 

逸脱の誘因が弱まることになる。 それ 

ゆえ、より低い割引率で同じ協調行動を 

とらせることができるので、もとの割引 

率のもとでは、より社会的厚生の大きな 

協調行動を生み出すことができるのであ 

る。 

  第３の研究において、メンバーの物理 

的な特性が似かよっている場合に上記で 

述べた意味でのリーダーシップが発生す 

ることが証明された。リーダーが生まれ 

ると、チームの生産性についての期待が 

向上し、成員の努力水準が向上するため、チ

ーム全体としては、より効率的な方向へと導

かれることになる。これは、協働作業におけ

る生産性向上の仕組みとしてのリーダーシッ

プの機能を解明したことになる。こうした一

連の成果は、従来経済学において未開であっ

た組織におけるリーダーシップ研究の新たな

展開を示唆している。  
  さらに、第３の研究は、従来、経済学にお
けるシグナリング理論において、固定されて
いた、シグナル送信者と受信者の役割がルー
ルとして外生的に与えずとも、チーム生産に
おいては、私的情報の分散化のみによって、
内生的に生み出されることを意味している。
これは、これまで内生的タイミングモデルに
おいて必要とされてきた、戦略的関係性や時
間割引率を使わずに、リーダー＝フォロワー
関係が生み出される点において、大きく異な
っている。 
  以上の成果を国内外の学会にて発表すると
ともに、査読付き英文国際雑誌に投稿・採択
された。 
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